
Q.災害対策の準備は

A.災害協定締結に向け調整中A.事業の実施を検討したい
Q.子育て支援にセカンドブックを
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Q.
志
水
小
学
校
区
の
交
通
安
全
対
策
は

A.
ゾ
ー
ン
30
の
導
入
を
検
討

　

９
月
３
日
（
日
）
に
、
第
44
回

豊
山
町
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
防
災
訓
練
は
、
町
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
と
い
っ
た
救
助
を
担
う
関

係
者
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
、
各
小
学
校
区
の
自
主

防
災
会
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
町
民

の
有
志
の
方
々
も
参
加
さ
れ
る
非

常
に
有
意
義
な
訓
練
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
５
年
度
の
訓
練

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
災
害
対
応

訓
練
」
に
加
え
て
、
隣
国
の
状
況

を
考
慮
し
た
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を

想
定
し
た
危
機
対
応
訓
練
」
も
併

せ
て
実
施
さ
れ
た
。

　

近
年
「
線
状
降
水
帯
」
に
よ
り

数
日
の
う
ち
に
例
年
の
ひ
と
月
分

の
雨
が
降
る
な
ど
、
以
前
と
は
雨

の
降
り
方
が
異
な
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
家
屋
、
事
業
所
、
田
畑
、
道

路
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
出
て
い

る
こ
と
は
現
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
被
害
が
出
て
し
ま

っ
た
際
の
対
策
を
日
頃
か
ら
計
画

し
て
お
く
こ
と
も
、
災
害
に
よ
る

被
害
の
発
生
を
防
ぐ
対
策
と
同
様

に
、
大
切
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
９
月
、
町
は
、
風
水

害
や
地
震
災
害
に
よ
り
居
住
す
る

家
屋
を
失
っ
た
町
民
の
方
の
た
め

に
、
愛
知
県
住
宅
供
給
公
社
の
管

理
す
る
豊
山
住
宅
を
活
用
す
る
協

定
を
結
ば
れ
た
。
こ
の
協
定
に
よ

り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
備
え
が

で
き
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
民
間
事
業
者
や
団

体
と
協
調
し
て
災
害
時
の
対
策
を

整
え
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
有
意

義
な
取
り
組
み
と
感
じ
て
い
る
。

Q
豊
山
町
総
合
防
災
訓
練
を
終

え
て
の
評
価
・
課
題
な
ど
に

つ
い
て
聞
く
。

A
企
画
調
整
部
長

総
合
防
災
訓
練
は
、
例
年
の

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
加
え

て
、
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
く
武

力
攻
撃
対
処
行
動
の
２
つ
の
災
害

想
定
の
も
と
で
実
施
し
た
。

　

訓
練
内
容
も
、
こ
れ
ま
で
の
見

学
型
か
ら
初
期
消
火
活
動
や
避
難

所
開
設
な
ど
の
体
験
型
へ
変
更

し
、
約
３
５
０
人
の
方
が
参
加
し

た
。

　

訓
練
に
対
す
る
評
価
は
、
災
害

対
策
本
部
活
動
訓
練
に
お
い
て
、

よ
り
実
践
に
近
い
内
容
と
す
る
た

め
、
役
場
会
議
室
で
図
上
訓
練
を

行
っ
た
こ
と
で
、
初
動
期
の
災
害

対
応
の
流
れ
を
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
く
武

力
攻
撃
対
処
行
動
訓
練
も
、
警

察
、
消
防
本
部
な
ど
に
よ
る
避
難

誘
導
活
動
や
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

最
低
限
取
る
べ
き
安
全
確
保
な

ど
、
実
行
動
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

で
き
た
。

　

課
題
は
、
会
場
内
の
暑
さ
対
策

や
防
災
広
報
啓
発
コ
ー
ナ
ー
へ
の

誘
導
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と

や
、
事
前
説
明
・
確
認
が
不
十
分

で
あ
っ
た
た
め
、
受
付
で
一
部
混

乱
し
た
場
面
が
あ
っ
た
。

　

現
在
、
関
係
者
な
ど
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
や
感

想
、
今
回
の
訓
練
で
得
ら
れ
た
評

価
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
実

践
的
か
つ
効
果
的
な
訓
練
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

Q
町
と
し
て
、
今
後
も
事
業
者

と
協
調
し
て
災
害
時
の
対
策

を
準
備
す
る
予
定
は
。

A
企
画
調
整
部
長

本
町
は
、
災
害
時
に
必
要
な

物
資
や
資
機
材
な
ど
を
迅
速
か
つ

効
果
的
に
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
に
、
24
件
の
災
害
協
定
を
民

間
事
業
者
や
団
体
と
締
結
し
て
い

る
。

　

直
近
で
は
、
令
和
４
年
９
月
に

愛
知
県
住
宅
供
給
公
社
と
豊
山
住

宅
の
空
き
住
戸
等
を
活
用
す
る
協

定
や
、
令
和
５
年
３
月
に
株
式
会

社
有
電
と
の
資
機
材
等
の
提
供
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

　

今
後
の
予
定
は
、
豊
山
住
宅
の

空
き
住
戸
の
一
部
を
町
の
災
害
時

必
要
物
資
の
保
管
施
設
と
し
て
活

用
す
る
協
定
締
結
に
向
け
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
関
連
業
者
な
ど
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
災
害
時
応

援
協
定
の
充
実
に
努
め
る
。

新たに住宅供給公社と締結


